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我が国の養豚の生産額（凍結精液の市場規模）

肉牛, 
4800, 19%

乳牛, 
7300, 30%豚, 

5200, 
21%

鶏, 6800, 
28%

その他, 
500, 2%

生産額

生産(交配)方法

自然交配
70%

新鮮精液AI
30%

凍結精液AI
0%

金額（億円）



2

凍結融解したブタ精子

運動性：融解後50%以下
受胎率50%以下，一腹産子数5匹程度

凍結精液の普及率，牛では100%，豚では0%，なぜ？

ブタ凍結精液の成績

♀100頭あたり

♂5頭の種雄が必要
＋性成熟前の♂ブタ

飼養コスト
5万～10万円/匹/年

季節による種付け
成功率の変動
一腹産子数の低下
マイナス3万円/匹

導入コスト
10万～50万円/匹

交配による
種付け農家

+

+

=

コスト135万～300万円/母豚100頭/年

自然交配が主流

高コストで，計画的生産が難しい

凍結精液の実用化が期待されている
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精子の凍結・融解条件の最適化

時間（分）

温
度
（
℃
）

37℃→15℃への冷却過程

遠心分離除去

精漿
前処理液
（PMB）

凍結の個体差を決定する
精漿を除去する凍結前処理法
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精子の凍結・融解，人工授精条件の最適化

①37℃→15℃への冷却過程

•細菌感染による精子の機能性
低下を抑制するために，採精
直後にPMB添加液を加える．

•精槳を除去し，PMB添加液中
で冷却する．

②15℃→5℃への冷却過程
400 mOsm/kgの高張液で精子から
適度に脱水する．

③グリセロール平衡
2% (v/v)の低濃度グリセロールに
より，精子内部の水分子を吸着．

時間（分）

温
度
（
℃
）

融解した精子を，EGTA＋コルチゾール
添加液と混合する．

④融解後の精子処理
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① ブタ個体を移動することなく，遺伝資源を輸送することができる

② 凍結精液を用いた人工授精を幅広く実施することができる

③ ブタの遺伝資源の保存が，効率的に可能となる．伝染病の
蔓延時に系統造成された純系種の遺伝資源を維持すること
が可能になる．

④ 高い繁殖性が得られる技術を安価に，簡便に実施
できるため，我が国の養豚業の高効率で安全，かつ
高品質な生産を行う体制へと大転換が期待できる．

自然交配，新鮮精液の人工授精
と比較して，低コストで，安全性
が高く，高い繁殖成績が得られ
る，次世代型繁殖技術が，日本
全国で実用可能となる


